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台風10号による被害台風10号による被害

　８月30日に発生した台風10号豪雨災害により犠牲
となられた町民の皆さまに深く哀悼の意を表するととも
に、被災された皆さま、関係者の皆さまに心よりお見舞
い申し上げます。
　９月７日、議会全員協議会において、この未曾有の災
害に対する議会の対応などについて協議を行いました。　
　その結果、岩泉町議会災害対策支援本部を設置、被害
状況調査の実施、復旧財源に充てる議員報酬の削減（条
例の改正）の実施を決定しました。
　今後とも町民の声を聞き、議会として何をなすべきか
協議を重ねていきます。

橋梁にかかる立木（安家地区）橋梁にかかる立木（安家地区）

犠牲者を悼み黙とうする議員（９月７日）

国道 455号の早期復旧が望まれます（二升石地区）

　

台
風
10
号
の
影
響

に
よ
り
、
９
月
定
例

会
の
閉
会
が
11
月
と

な
り
、
広
報
の
発
行

が
遅
れ
た
こ
と
を
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
わ
い
ず
み
議
会

だ
よ
り
第
１
７
７
号

（
本
誌
）
は
、
９
月

定
例
会
と
12
月
定
例

会
の
合
併
号
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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通行を妨げる大量の流木（安家地区）

被災状況を調査（袰野地区）

家屋脇に積まれた土のう袋（岩泉地区）

ボランティアによる炊き出しの様子（中島地区）

グループホームで黙とう（乙茂地区）

　

９
月
20
日
、
有
芸
地
区
を
除
く
各
地
区
の
被
害
状

況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
区
と
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
流
木
が
橋

梁
に
か
か
り
ダ
ム
化
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

町
内
全
域
が
狭
あ
い
で
曲
形
の
多
い
河
川
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、
台
風
10
号
上
陸
時
の
時
間
降
雨
量
が

２
０
０
㍉
を
超
え
る
観
測
地
が
多
数
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
被
害
が
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
大
き
く
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

議
員
が
被
害
状
況
を
調
査
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【
参
加
者
の
意
見
】

・
仮
設
に
入
居
で
き
て
感

謝
し
て
い
る
。

・
仕
事
を
し
た
い
が
大
工

道
具
が
泥
に
埋
ま
っ
て

使
え
な
い
。

・
家
を
建
て
た
い
気
持
ち

は
あ
る
が
、
高
齢
の
た

め
大
き
な
ロ
ー
ン
を
組

め
な
い
。

・
町
内
に
空
き
家
が
あ
れ

ば
移
り
住
み
た
い
。

・
ま
だ
被
災
ご
み
が
あ
る

【
参
加
者
の
意
見
】

・
河
川
改
修
で
河
床
を
下

げ
る
と
い
う
が
、
今
で

も
し
け
の
時
は
海
か
ら

逆
流
し
て
く
る
。
卒
郡

に
も
津
波
が
く
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
る
。

・
家
屋
修
繕
の
大
工
は
遠

く
か
ら
来
て
い
る
。
実

　

町
内
の
避
難
所
が
12
月
26
日
を
も
っ
て
全
て
閉
鎖
さ
れ
、
希
望
す
る
被
災
者
が
仮
設
住
宅
へ
無
事
入

居
し
た
こ
と
か
ら
、
各
仮
設
住
宅
（
10
カ
所
）
を
３
班
に
分
か
れ
、
訪
問
し
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

岩 

泉

小 

本

志田仮設団地の皆さん

小本仮設団地の皆さん

の
で
処
分
し
て
ほ
し
い
。

・
町
管
理
の
河
川
、
道
路

の
今
後
の
計
画
を
示
し

て
ほ
し
い
。

働
５
時
間
く
ら
い
し
か

な
い
。

・
町
道
の
側
溝
に
入
っ
た

泥
を
取
っ
て
ほ
し
い
。

・
仮
設
入
居
者
で
顔
合
わ

せ
す
る
機
会
が
な
く
、

回
覧
板
も
ど
う
す
る
か

も
決
ま
っ
て
い
な
い
。

最
初
は
行
政
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
。

・
敷
地
内
の
倉
庫
も
被
災

し
て
い
る
の
で
解
体
し

て
ほ
し
い
。

（
議
員
：
解
体
撤
去
は
家

屋
が
対
象
で
あ
る
。）

・
林
道
復
旧
を
お
願
い
し

た
い
。

（
議
員
：
道
路
復
旧
に
は

一
定
の
年
数
は
か
か
る
が

元
に
戻
す
予
定
と
聞
い
て

い
る
。）

・
避
難
計
画
を
地
区
で
作

成
し
て
い
た
が
、
急
激

な
増
水
の
た
め
避
難
行

動
が
で
き
な
か
っ
た
。

情
報
発
信
を
早
く
し
て

ほ
し
い
。
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【
参
加
者
の
意
見
】

・
住
宅
再
建
を
希
望
し
て

い
る
が
、
河
川
に
近
い

た
め
不
安
が
あ
る
。

（
議
員
：
県
管
理
河
川
に

つ
い
て
は
、
お
盆
頃
ま
で

に
詳
細
な
河
川
改
修
計
画

【
参
加
者
の
意
見
】

・
仮
設
住
宅
は
温
か
く
と

て
も
助
か
っ
て
い
る
。

・
除
雪
は
町
の
重
機
が
入

り
助
か
っ
て
い
る
。

・
発
災
以
来
、
見
通
し
が

立
た
ず
不
安
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
。

・
電
気
、
ガ
ス
料
金
の
負

担
が
大
き
い
。
暖
房
費

と
し
て
補
助
し
て
も
ら

え
な
い
か
。

（
議
員
：
談
話
室
を
使
っ

て
食
事
会
を
す
る
な
ど
、

個
々
の
経
費
負
担
を
減
ら

す
工
夫
も
あ
る
。）

・
掲
示
板
の
位
置
が
悪
く

除
雪
の
邪
魔
に
な
っ
て

い
る
。
移
設
し
て
ほ
し

い
。

・
旧
安
家
中
学
校
の
教
員

住
宅
を
中
古
住
宅
と
し

て
払
い
下
げ
で
き
な
い

か
。

小 
川

安 

家

滝の上仮設団地の皆さん

日蔭・日蔭第２仮設団地の皆さん

●仮設住宅の入居状況
（平成 29年 1月 30日現在）

地区名 仮　設
団地名

建設
戸数

入居戸数
（人　数）

残
戸数

岩泉

岩泉中野 42 38（69） 4

志田 23 16（33） 7

中家 16 11（18） 5

小川
滝の上 26 23（40） 3

稲荷 20 19（43） 1

安家
日蔭 9 9（19） 0

日蔭第２ 25 25（47） 0

小本

下中里 10 10（18） 0

小本 32 32（76） 0

小成 20 10（20） 10

計 223 193
（383） 30

の
設
計
が
示
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。）

・
窓
口
が
多
す
ぎ
る
。
災

害
専
門
窓
口
が
ほ
し
い
。

・
滝
の
上
団
地
の
入
口
が

急
傾
斜
の
た
め
危
険
で

あ
る
。
定
期
的
に
砂
を

ま
い
て
い
る
が
、
Ｕ
字

溝
の
整
備
等
が
必
要
。

・
仮
設
住
宅
ま
で
路
線
バ

ス
が
入
っ
て
き
て
ほ
し
い
。

（
議
員
：
個
別
に
対
応
し

て
希
望
者
の
意
向
を
町
に

伝
え
る
。）

・
災
害
公
営
住
宅
は
戸
建

て
に
し
て
ほ
し
い
。

・
行
政
に
頼
ら
ず
に
仮
設

に
入
っ
て
い
る
人
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は
か
っ

て
い
き
た
い
。
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泉
町
議
会
で
は
、

台
風
10
号
豪
雨
災

害
の
災
害
復
旧
費

等
の
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
平
成
28
年
11
月
か
ら

議
員
報
酬
を
15
％
減
額
す

る
条
例
を
議
員
発
議
で
提

案
し
、
こ
れ
を
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

毎
月
の
議
員
１
人
当
た

り
の
減
額
は
３
万
１
５
０

０
円
、
議
長
４
万
１
８
５

０
円
、
副
議
長
３
万
３
９

０
０
円
で
す
。

　

減
額
期
間
は
平
成
29
年

４
月
ま
で
で
、
合
計
３
７

９
万
円
を
削
減
し
ま
す
。

９月定例会は９月７日から11月18日までの
73日間にわたり開かれました。

一般質問では４人の議員が登壇し、８月30日に本町を直撃した
台風10号豪雨災害に関係する議論を展開しました。

また、町長から提出された補正予算を審査、
平成27年度決算については特別委員会を設けて集中審査。
その結果、全会一致で原案のとおり可決、認定しました。

9月定例会のあらまし9月定例会のあらまし

が最終章へ

復興事業がほぼ完了し新居が立ち並ぶ小本地区

岩
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復興事業　

平成 27年度事業で用地取得し完成が待たれる
グループホーム（門字水上）

平
成
27
年
度
の
決
算
状
況

８
会
計
で
１
９
２
億
円
を
支
出

４
議
員
が
質
問 

町
政
を
た
だ
す

完成した高さ14.7㍍の山築堤防
（小本字小本）

般
質
問
は
11
月
７

日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
菊
地
弘
已
議

員
、
三
田
地
久
志
議
員
、

林
﨑
竟
次
郎
議
員
、
坂
本

年
度
の
一
般
会
計

と
７
つ
の
特
別
会

計
の
決
算
額
は
、

歳
入
総
額
２
０
３
億
６
８

０
２
万
円
、
歳
出
総
額
１

９
２
億
２
４
９
６
万
円

で
、
差
し
引
き
11
億
４
３

０
６
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
金
額
か
ら
、
28

年
度
へ
繰
越
す
財
源
１
億

１
３
５
４
万
円
を
差
し
引

い
た
実
質
の
収
支
は
、
10

億
２
９
５
２
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

２
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に

審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
提
案
さ
れ
た
決
算
す

べ
て
を
認
定
す
べ
き
と
決

定
、
18
日
に
開
か
れ
た
本

会
議
で
、
全
会
一
致
で
認

定
し
ま
し
た
。（
決
算
の

概
要
や
特
別
委
員
会
の
審

査
内
容
は
８
㌻
か
ら
10
㌻

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

一27

昇
議
員
の
４
人
が
登
壇
。

町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を

た
だ
し
ま
し
た
。（
質
問

内
容
は
11
㌻
か
ら
15
㌻
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）

町
の
財
政
を
診
断

 

基
準
以
下
で
「
健
全
」

算
に
基
づ
く
町
財

政
の
「
健
全
化
判

断
比
率
」
と
「
資

金
不
足
比
率
」
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
比
率
は
、
監
査
委

員
の
審
査
を
受
け
た
上
で

議
会
に
報
告
さ
れ
ま
す

が
、
国
の
定
め
る
基
準
を

ひ
と
つ
で
も
上
回
っ
た
場

合
「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
作
成
し
、
早
期
に
健
全

化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

27
年
度
決
算
の
「
健
全

化
判
断
比
率
」
の
状
況
は

次
の
表
の
と
お
り
で
す

が
、
い
ず
れ
も
基
準
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
資
金
不
足
比
率
」

に
つ
い
て
は「
資
金
不
足
な

し
」と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、町
財
政
は
健
全
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

●「財政健全化法」に基づく「健全化判断比率」

比 率 名 比率の内容 27年度 早期健全化
基　　　準

実質赤字
比 率

一般会計の赤字
の割合 赤字なし 14.61％

連結実質
赤字比率

特別会計を含む
全会計の赤字の
割合

赤字なし 19.61％

実質公債
費 比 率

年間の借金返済
額の割合 6.3％ 25.0％

将来負担
比 率

将来負担が見込
まれる負債など
から貯金（基金）
などを控除した
額の割合

将来負担なし 350.0％

決
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
小
成
茂
委
員
長
）
は
11
月
17
日
か
ら
18
日
ま
で
の
２
日

間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
総
額
２
０
３
億

６
８
０
２
万
円
、
歳
出
総
額
１
９
２
億
２
４
９
６
万
円
の
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
決
算
の
状
況
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
特
別
委
員
会
か
ら
い
く
つ
か

の
質
疑
を
取
り
上
げ
、
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

子どもたちが安心して暮らせるまちづくりを
（いわいずみこども園）

総額19292億円総総額額119292億億円円

慎
重
に
審
査

ま
ち
の
家
計
簿

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か

最
大
の
事
業
効
果
を

監査委員
の
意見

　

平
成
27
年
度
の
決
算

は
、
お
お
む
ね
計
画
的
に

執
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を

測
る
指
標
の
一
つ
で
あ

る
、
経
常
収
支
比
率
、
実

質
公
債
費
比
率
と
も
、
前

年
度
に
比
較
し
て
改
善
が

見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
と
も
健
全
財
政

の
維
持
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

町
税
収
入
率
は
７
年
連

続
で
向
上
し
て
お
り
評
価

す
る
が
、
収
入
未
済
額
は

依
然
と
し
て
多
額
な
状
況

に
あ
り
、
住
民
負
担
の
公

平
性
と
歳
入
確
保
の
観
点

か
ら
、
よ
り
一
層
の
留
意

と
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
を
改

め
て
認
識
し
、
限
ら
れ
た

財
源
で
最
大
限
の
効
果
を

発
揮
す
る
よ
う
、
住
民
福

祉
の
向
上
に
向
け
て
、
よ

り
一
層
の
努
力
を
強
く
望

む
も
の
で
あ
る
。

本会議で決算審査の報告を
する佐々木良治代表監査委員

決
算
審
査
特
別
委
員
会

No177_hp.indd   8No177_hp.indd   8 17/03/16   9:0417/03/16   9:04



27　年　度27　年　度

◆財政用語の解説◆

いわいずみ議会だより　第177号
平成29年2月15日発行 9

【
総
務
費
】
一
般
的
な
事
務

経
費
や
財
産
管
理
な
ど
の
経
費

【
民
生
費
】
高
齢
者
や
児
童
な
ど

社
会
福
祉
の
た
め
の
経
費

【
衛
生
費
】
各
種
健
診
や
ご
み
処

理
な
ど
の
経
費

【
農
林
水
産
業
費
】
農
林
水
産
業

の
振
興
や
農
道
・
林
道
・
漁
港

整
備
な
ど
の
経
費

【
商
工
費
】
商
工
業
の
振
興
や
雇

用
対
策
、
観
光
開
発
な
ど
の
経
費

【
土
木
費
】
町
道
や
河
川
整
備
な

ど
の
経
費

【
教
育
費
】
学
校
教
育
や
社
会
教

育
な
ど
の
経
費

【
公
債
費
】
事
業
を
行
う
と
き
に

借
り
た
お
金
の
返
済
金

【
地
方
交
付
税
】
町
の
財
政
力
に

応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

金【国
庫
・
県
支
出
金
】
町
が
行
う

事
業
に
対
し
て
国
・
県
か
ら
補

助
さ
れ
る
お
金

【
町
債
】
各
種
事
業
の
財
源
に
充

て
る
た
め
国
な
ど
か
ら
借
り
た

お
金

【
地
方
譲
与
税
】
国
税
の
自
動
車

重
量
税
な
ど
が
一
定
の
割
合
で

町
に
交
付
さ
れ
る
お
金

【
繰
入
金
】
積
立
金
か
ら
取
り
崩

し
た
お
金
な
ど

【
諸
収
入
】
延
滞
金
、
預
金
利
子
、

雑
入
な
ど
の
お
金

●平成27年度各会計の決算額

会　計　名 歳　　入 歳　　出 歳出の前年度比

一 般 会 計 160億9258万円 150億1229万円 ▲0.1％

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民
健康
保険

事 業 勘 定 16億5100万円 16億4741万円 10.7％

診療施設勘定 3638万円 3235万円 3.1％

後 期 高 齢 者 医 療 1億1025万円 1億994万円 0.8％

介護
保険

事 業 勘 定 14億6801万円 14億4784万円 0.7％

サービス事業勘定 1269万円 1230万円 7.3％

簡 易 水 道 5億9477万円 5億8564万円 ▲8.1％

観 光 事 業 2億1427万円 1億9737万円 8.1％

公 共 下 水 道 事 業 1億7237万円 1億6412万円 ▲1.0％

大 川 財 産 区 1570万円 1570万円 204.3％

合　　　計 203億6802万円 192億2496万円 7.1％

26年度決算（参考） 201億1476万円 190億9040万円 ―

一般会計決算の内訳一般会計決算の内訳
～震災復旧・復興費約 46.9 億円を含んでいます～

人件費
12億4757万円
(8.3％)

災害復旧事業費
25億5468万円
(17.0％)

義務的経費
 (20.4％)

扶助費
6億3143万円
(4．2％)

公債費
(借入金の返済)
11億7707万円
(7.8％)

補助費等
17億5854万円
(11.7％)

その他
5億6319万円
(3.8％)

物件費
13億6813万円
(9.1％)

維持補修費
1億9496万円
(1.3％)

繰出金
8億2766万円
(5．5％)

普通建設事業費
46億8902万円
(31.2％)

その他
（31.4％)

投資的経費
（48.2％) 歳出

（使ったお金）

町税
7億1081万円
(4．4％)

国庫支出金
29億4531万円
(18.3％)

県支出金
13億8043万円
(8.6％)

町債(借入金)
19億4820万円
(12.1％)

地方交付税
（国から交付されるお金）

52億5557万円
(32.7％)

地方譲与税など
2億8816万円
(1.8％)

依存財源
（73.4％)

自主財源
(26.6％)

繰入金など
31億5823万円
(22.1％)

歳入
（入ってきたお金）

観光案内看板を設置（早坂トンネル付近）

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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旧小本小

医　療

普
通
財
産
と
し
て
利
用
す
べ
き

補
助
金
の
成
果
を
示
せ

恒
久
的
施
設
と
し
て
予
定

医
師
確
保
に
不
退
転
の
覚
悟

決
算
審
査
特
別
委
員
会

東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧
、
復
興
に
関

連
す
る
ハ
ー
ド
事
業
は
平

成
27
年
度
を
も
っ
て
完
了

の
見
通
し
か
。

腰
廻
地
区
で
は
、
約

３
億
円
弱
の
造
成
工

事
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の

活
用
方
法
を
示
せ
。

こ
の
地
区
に
は
、
４

区
画
で
４
世
帯
の
方

が
移
転
す
る
予
定
で
あ
る
。

震
災
で
被
災
し
た
旧

小
本
小
学
校
は
現
在

再
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

教
育
委
員
会
の
管
理
か
ら

普
通
財
産
に
変
え
て
利
用

す
べ
き
と
思
う
が
方
向
性

を
示
せ
。

済
生
会
岩
泉
病
院
へ

の
補
助
金
が
２
５
０

０
万
円
か
ら
１
億
円
増
額

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成

果
は
上
が
っ
て
い
る
か
。

常
勤
医
師
が
３
人
か

ら
２
人
と
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
て
い
る
が
、
県
立

病
院
等
か
ら
医
師
の
応
援

を
い
た
だ
き
、
医
療
の
質

を
維
持
し
て
い
る
。

　

県
医
療
局
や
県
立
病
院

等
に
実
情
を
訴
え
、
医
師

確
保
に
不
退
転
の
覚
悟
で

臨
ん
で
い
く
。

済
生
会
岩
泉
病
院
を

運
営
す
る
上
で
、
常

勤
医
師
が
３
人
以
上
の
規

定
は
な
い
か
。

病
院
を
運
営
し
て
い

く
上
で
、
法
的
な
制

限
は
な
い
。

問

問

問

答

答

答

問答

医師の確保が大きな課題（済生会岩泉病院）

三鉄方向から見た腰廻地区

被
災
し
た
旧
小
本
小

学
校
は
現
在
一
時
的

に
施
設
の
一
部
を
使
用
し

て
い
る
が
、
今
後
は
恒
久

的
に
施
設
を
利
活
用
す
る

た
め
財
産
の
処
理
に
つ
い

て
関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
る
予
定
で
あ
る
。

問

答

　

９
月
議
会
の
決
算
の
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

震災復興
関
連
事
業
の
完
了
見
通
し
は

平
成
27
年
度
で
お
お
む
ね
完
了

震
災
復
興
に
お
け
る

工
事
は
、
集
団
移
転

地
の
舗
装
工
事
等
が
残
っ

て
い
る
が
、
大
規
模
な
工

事
は
平
成
27
年
度
で
お
お

む
ね
完
了
し
て
い
る
。

　

ま
た
、そ
の
背
後
地
は
、

現
在
駐
車
場
と
し
て
使
用

し
て
い
る
が
、
今
後
は
台

風
10
号
豪
雨
災
害
の
関
係

事
業
と
し
て
も
活
用
を
検

討
し
て
い
く
。

腰
こ し

廻
めぐり

地区
造
成
地
の
活
用
示
せ

豪
雨
災
害
関
係
に
活
用
予
定
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、

所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
、
あ
る
い
は
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
ま
た
、
議
員
が
主
義
、
主
張

を
述
べ
提
案
し
論
戦
し
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
「
現
行
の
政
策
変
更
」
や
「
新
規
政
策
を
採
用
」
さ
せ
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

内
容
を
要
約
し
て
登
壇
順
（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
質
疑
全
文
を
記
録
し
た
会
議
録
は
、
３
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
町
立
図
書
館
ま
た
は
役
場
各
図
書
室
で
閲
覧
可

能
と
な
る
予
定
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問
（（
９９
月
定
例
会
）

月
定
例
会
）

菊地　弘已 12p

●空き家を取得して活用を
●冬季の対策は万全か

三田地久志 13p

●災害の検証と記録を

林﨑竟次郎 14p

●生業再建は地域経済の土台
●豪雨被災者の医療費等免除を

坂本　昇 15p

●台風被害復旧の財源確保を

4人の議員が発言
～質問内容～

伊東さんと石黒さんの任命に同意
教育委員

　町教育委員に小川の伊東勝幸さん
（73）と小本の石黒尚子さん（46）を任
命することに同意しました。
　任期は平成 28 年 12 月 21 日から 4
年間です。

石
いしぐろ

黒　尚
なお こ

子さん
（新任）

伊
いとう

東　勝
かつゆき

幸さん
（再任）

　

第
３
回
臨
時
会
は
７
月

19
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
補
正

予
算
等
11
件
の
議
案
と
承

認
１
件
を
審
議
し
、
２
件

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

■
工
事
名　

小
本
地
区
地

域
資
源
利
活
用
施
設
整
備

工
事
（
建
築
）

▽ 

金
額　

１
億
６
０
９
２

万
円

▽ 

請
負
者　

㈱
西
倉
工
務

店
■
工
事
名　

小
本
地
区
地

域
資
源
利
活
用
施
設
整
備

工
事
（
機
械
設
備
）

▽
金
額　

５
０
２
２
万
円

▽ 

請
負
者　

㈱
第
一
水
道

設
備
（
宮
古
市
）

■
工
事
名　

岩
泉
町
子
育

て
支
援
住
宅
整
備
事
業
工

事▽ 

金
額　

４
億
６
１
０
０

万
円

▽ 

請
負
者　

㈱
イ
ワ
イ
ズ

ミ
Ｃ
Ｃ
Ｓ

第
３
回
臨
時
会
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町の考えを問う

菊
き く

地
ち

弘
ひ ろ

已
み

 議員

空き家を取得して活用を
取得に相当の時間を要する

伊達町長

問　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
に
向
か
う
。
復
旧
工
事
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

除
雪
に
つ
い
て
、
道
路
の
状
況
や
重
機
・
人
員
の
確

保
が
心
配
さ
れ
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
仮
復
旧
さ
れ
た
水
道
管
が
露
出
し
た
状
態
が

多
く
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

問　

被
災
者
の
中
に
は
高
齢
者
も
多
く
、
仮
設
住
宅
に

入
ら
ず
新
築
も
で
き
ず
、
町
外
へ
の
移
住
を
考
え
て
い

る
方
も
あ
る
と
聞
く
。

　

町
で
は
以
前
よ
り
空
き
家
対
策
と
し
て
調
査
し
て
い

た
が
、
そ
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
被
災
者
の
住
宅
確
保
の
た
め
に
、
空
き
家
を

取
得
し
て
有
効
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

細
心
の
注
意
を
払
い
管
理
に
努
め
る

冬
季
の
対
策
は
万
全
か

町
長　

昨
年
度
、
約
９ 
８

０
軒
の
空
き
家
の
所
在
地

と
外
観
調
査
を
行
っ
た
が
、

す
ぐ
に
居
住
で
き
る
家

屋
、
リ
フ
ォ
ー
ム
が
必
要

な
家
屋
な
ど
の
ふ
る
い
分

町
長　

除
雪
業
者
、
除
雪

機
械
お
よ
び
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
確
保
は
間
に
合
う

が
、
道
路
復
旧
状
況
に
よ

り
除
雪
が
不
可
能
な
路
線

利活用が望まれる空き家

け
、
所
有
者
や
管
理
者
の

調
査
が
必
要
な
状
況
に
あ

る
。

　

今
年
度
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
精
査
を
予
定
し
て

い
た
が
、
台
風
10
号
豪
雨

災
害
の
対
応
に
よ
り
事
業

が
中
断
し
、
ま
た
、
調
査

済
み
家
屋
が
被
災
し
て
い

る
た
め
、
空
き
家
の
取
得

に
相
当
の
時
間
を
要
す
る
。

　

12
月
に
２
６
０
戸
の
仮

設
住
宅
が
完
成
す
る
見
込

み
と
な
っ
て
お
り
、
来
年

度
は
災
害
公
営
住
宅
の
建

設
も
計
画
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
の
防
止
に
最

大
限
意
を
注
い
で
い
く
。

が
あ
り
、
例
年
の
冬
季
通

行
止
め
と
な
る
15
路
線
に

加
え
、
今
季
は
５
路
線
が

冬
期
間
通
行
止
め
と
な
る
。

　

露
出
配
管
に
よ
り
仮
復

旧
し
た
水
道
管
に
つ
い
て

は
、
可
能
な
限
り
除
雪
の

支
障
と
な
ら
な
い
場
所
を

選
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に

は
、
露
出
し
た
水
道
管
の

凍
結
に
よ
る
破
損
対
策
と

し
て
、
管
に
シ
ー
ト
を
巻

き
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
保

温
効
果
を
高
め
、
各
施
設

の
管
路
末
端
部
分
か
ら
少

量
の
水
を
流
し
常
に
管
内

の
水
を
動
か
す
こ
と
で
凍

結
を
防
止
す
る
。

そ
の
ほ
か
の
質
問

▼
町
民
の
収
入
確
保
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町の考えを問う

三
み た ち

田地久
ひ さ

志
し

 議員

災害の検証と記録を
記録の編さんを進める
伊達町長

問　

今
回
の
被
災
で
避
難
場
所
の
公
民
館
な
ど
利
用
で

き
た
所
へ
の
更
な
る
充
実
を
は
か
る
た
め
、
井
戸
と
発

電
機
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

問　

今
後
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
豪
雨
災
害
の
た
め

に
も
河
川
管
理
が
よ
り
重
要
に
な
る
。
県
の
管
理
あ
る

い
は
町
の
管
理
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
認
識
し
つ
つ
、

住
ん
で
い
る
町
民
の
安
全
安
心
を
担
保
す
る
た
め
に

も
、
岩
泉
町
と
し
て
防
災
の
日
を
８
月
30
日
に
設
定
す

る
考
え
は
な
い
か
。

問　

台
風
10
号
災
害
で
は
各
自
治
会
・
町
内
会
そ
し

て
、
地
域
振
興
協
議
会
（
自
主
防
災
会
）
が
ど
の
よ
う

に
行
動
を
し
た
か
。
各
地
区
の
自
助
・
共
助
・
公
助
の

活
動
記
録
を
作
成
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
は
、
今
回
の
災
害
の
初
期
対
応
に
つ
い
て
、

記
録
を
作
成
す
る
こ
と
で
検
証
と
総
括
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
ど
う
か
。

井
戸
水
や
発
電
機
を
検
討

一
時
避
難
所
の
充
実
を

前
向
き
に
進
め
る

防
災
の
日
設
定
を

町
長　

災
害
に
直
面
す
る

中
で
、
各
地
域
で
は
ど
の

よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
た

町
長　
「
防
災
の
日
」
の

設
定
に
つ
い
て
は
、
災
害

に
対
す
る
備
え
の
意
識
を

河川流木を撤去する作業員

か
、
時
間
の
経
過
を
追
い

な
が
ら
確
認
す
る
。
全
町

的
に
普
及
拡
大
が
必
要
な

内
容
や
、
今
後
に
向
け
改

善
し
て
い
く
。
岩
泉
町
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

自
助
、
共
助
、
公
助
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
の
確
認

と
検
証
を
行
い
、
本
災
害

に
関
す
る
記
録
の
編
さ
ん

を
進
め
る
。

町
長　

井
戸
や
発
電
機
の

設
置
の
検
討
を
加
え
、
地

域
振
興
協
議
会
を
通
じ
て

整
備
し
た
設
備
の
確
認
や

避
難
場
所
周
辺
の
水
源
も

含
め
た
調
査
を
実
施
し
、

地
域
の
現
状
に
合
っ
た
避

難
場
所
と
し
て
の
整
備
を

進
め
て
い
く
。

高
め
る
こ
と
が
、
災
害
の

未
然
防
止
と
被
害
の
軽
減

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

台
風
10
号
豪
雨
災
害
の

日
と
な
る
「
８
月
30
日
を

防
災
の
日
」
と
す
る
提
言

は
、
行
政
・
地
域
振
興
協

議
会
・
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
の

あ
る
行
動
計
画
や
町
全
体

と
し
て
意
識
づ
け
を
し
て

い
く
運
動
と
を
考
え
あ
わ

せ
、
前
向
き
に
進
め
て
い

く
。
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町の考えを問う

林
はやし

﨑
ざ き

竟
きょう

次
じ

郎
ろ う

 議員

生
な り わ い

業再建は地域経済の土台
円滑な実施に向け取り組む

伊達町長

問　

豪
雨
被
災
者
は
、
多
く
の
財
産
を
失
っ
た
う
え
、

住
宅
の
補
修
・
再
建
と
今
後
に
お
い
て
も
更
に
多
額
の

支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
費
の

窓
口
負
担
等
の
減
免
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

問　

町
の
商
工
業
者
の
被
害
状
況
は
１
２
７
事
業
所
。
う
ち
１
０
０
０
万
円
以
上
の

被
害
は
35
事
業
所
と
な
っ
て
い
る
。
県
は
豪
雨
災
害
の
宮
古
、
久
慈
、
岩
泉
の
３
市

町
の
商
工
・
観
光
業
者
を
対
象
に
、
被
災
し
た
施
設
・
設
備
の
復
旧
に
要
す
る
経
費

を
最
大
２
０
０
０
万
円
補
助
す
る
交
付
金
制
度
（
地
域
な
り
わ
い
再
生
緊
急
対
策
交

付
金
）
を
創
設
す
る
た
め
、
県
議
会
９
月
定
例
会
に
補
正
予
算
案
を
提
案
し
た
。
復

旧
費
用
の
２
分
の
１
を
上
限
と
し
て
い
る
。浸
水
に
よ
る
建
物
・
機
械
設
備
の
被
害
、

看
板
の
損
壊
な
ど
の
復
旧
補
助
で
あ
る
。
補
助
の
限
度
額
は
卸
・
小
売
・
サ
ー
ビ
ス

業
２
０
０
万
円
、
そ
の
他
２
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
補
助
対
象
経
費
の
下
限

を
設
け
な
い
と
し
、
既
に
復
旧
を
進
め
て
い
る
場
合
で
も
遡
っ
て
支
援
す
る
と
し
て

い
る
。

　

事
業
所
の
再
建
は
地
域
経
済
を
支
え
る
土
台
で
あ
り
、
雇
用
を
維
持
、
確
保
す
る

上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
町
で
は
、
こ
の
支
援
策
を
早
期
に
決
定
し
、
周
知
徹
底

を
図
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

被
害
程
度
に
応
じ
た
減
免
を
行
う

豪
雨
被
災
者
の
医
療
費
等
免
除
を

町
長　

地
域
な
り
わ
い
再

生
緊
急
対
策
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
補
助
対
象
経
費

と
さ
れ
る
施
設
・
設
備
等

復
旧
経
費
の
下
限
の
引
き

下
げ
や
、
大
規
模
被
災
中

町
長　

今
回
の
災
害
に
つ

い
て
、
東
日
本
大
震
災
並

被災した工場

小
業
者
に
対
す
る
補
助
上

限
額
の
引
き
上
げ
な
ど
、

被
災
事
業
者
の
方
が
本
制

度
を
十
分
活
用
で
き
る
よ

う
強
く
申
し
入
れ
を
し
て

き
た
。

　

県
補
正
予
算
の
決
定
後

速
や
か
に
町
予
算
を
準
備

す
べ
く
執
り
進
め
て
い

る
。
本
制
度
の
円
滑
な
実

施
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
。

み
の
財
政
支
援
を
得
ら
れ

な
い
見
通
し
も
あ
る
が
、

被
災
者
が
健
康
面
や
経
済

面
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

中
で
、
医
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
機
会
の
確

保
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
住
家
、
人
的
及

び
経
済
被
害
の
程
度
に
応

じ
た
減
免
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
ほ
か
の
質
問

▼ 

住
宅
再
建
支
援
策
の
考

え
方
に
つ
い
て
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町の考えを問う

坂
さ か

本
も と

　昇
のぼる

 議員

台風被害復旧の財源確保を
国、関係省庁に強く要望する
伊達町長

問　

台
風
被
害
復
旧
復
興
に
伴
う
財
源
確
保
に
つ
い
て
、
住
家
被
害
だ
け
で
も

９
５
０
棟
を
数
え
、
町
管
理
の
被
害
総
額
は
約
４
１
９
億
円
、
県
管
理
の
施
設
を
含

め
る
と
総
額
約
７
１
４
億
円
に
上
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
多
額
の
災
害
復
興
交
付
金
の
活
用
に
よ
り
、
い
ち
は
や

く
復
興
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
台
風
被
害
で
は
、
財
源
確
保
の
見
通
し

が
非
常
に
厳
し
い
と
受
け
止
め
る
。

　

現
時
点
で
の
財
源
確
保
の
状
況
は
ど
う
か
。

町
長　

東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
は
、「
東
日
本
大

震
災
復
興
基
本
法
」
等
の

特
別
法
が
制
定
さ
れ
、「
復

興
特
別
所
得
税
」
な
ど
を

財
源
と
す
る
震
災
復
興
特

別
交
付
税
が
創
設
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
町
も
復
旧
・

復
興
の
財
源
と
し
て
活
用

し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
豪
雨

災
害
に
お
い
て
は
、
現
行

法
の
枠
内
で
の
対
応
し
か

示
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
激
甚
災
害
の
指

定
に
伴
い
公
共
土
木
事
業

な
ど
の
行
政
財
産
に
つ
い

て
は
、
国
庫
補
助
率
の
嵩

上
げ
や
交
付
税
措
置
が
有

利
な
地
方
債
を
活
用
で
き

る
が
、
農
地
な
ど
の
一
部

を
除
き
、
個
人
や
任
意
組

合
が
保
有
・
管
理
す
る
財

産
は
財
政
支
援
が
な
い
状

復興事業には国の支援が不可欠（二升石日影橋）

況
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
、
限
ら
れ

た
一
般
財
源
の
中
で
、
徹

底
し
た
事
業
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
で
歳
出
予
算
を

重
点
化
し
、
復
旧
復
興
に

向
け
た
予
算
の
捻
出
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
財
源
確
保
の
た

め
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は

じ
め
と
し
て
各
省
庁
の
大

臣
や
国
会
議
員
、
政
党
役

員
等
が
現
地
視
察
を
行
っ

た
際
に
、
支
援
を
強
く
訴

え
て
き
た
。

　

そ
の
後
も
関
係
省
庁
等

に
再
度
、
要
望
し
て
き
た

が
、
今
回
の
災
害
は
東
日

本
大
震
災
、
熊
本
地
震
と

比
較
し
、
エ
リ
ア
や
被
災

規
模
等
か
ら
、
従
来
の
水

害
に
対
す
る
支
援
を
ベ
ー

ス
と
す
る
方
針
で
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
住

民
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て

被
災
さ
れ
た
方
々
の
声
を

聞
き
、
町
単
独
で
の
要
望

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
久

慈
、
宮
古
両
市
と
も
連
携

の
う
え
粘
り
強
く
要
望
活

動
を
展
開
し
、
財
源
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
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12月定例会のあらまし12月定例会のあらまし

補助事業を活用してなりわいの再生をはかる施設 土砂が堆積した農地（袰野地区）

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用

ま
ず
は
ワ
サ
ビ
の
肥
料
を
優
先

鶏け
い
ふ
ん糞
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
完
熟
堆
肥
を
ペ

レ
ッ
ト
化
す
る
と
か
、
炭
に
す

る
こ
と
で
リ
ン
酸
成
分
が
上
が

る
こ
と
な
ど
研
究
し
て
は
ど
う

か
。

ま
ず
は
ワ
サ
ビ
の
肥
料
と

し
て
、
将
来
は
い
ろ
い
ろ

な
商
品
化
に
向
け
研
究
し
て
い

く
。

鶏
糞
を
町
外
か
ら
調
達
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
な

ぜ
町
外
か
。

田
野
畑
の
企
業
か
ら
調
達

す
る
予
定
で
あ
る
。
企
業

で
は
鶏
糞
を
処
理
し
た
い
と
い

う
こ
と
か
ら
格
安
で
取
引
が
可

能
で
あ
る
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
が
発
生
す

る
前
に
、
イ
ノ
シ
シ
対
策

の
研
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。

目
撃
情
報
が
６
件
あ
る
。

県
の
研
修
等
に
参
加
し
て

備
え
て
い
く
。

問問 答

答問答

12月定例会は、12月7日から9日までの
3日間にわたり開かれました。

一般質問は8人が登壇し、台風10号豪雨災害の復興関連など
町政全般にわたり論戦を展開しました。

また、条例改正や補正予算に関する議案については、
特別委員会（三田地和彦委員長）を設けて集中審査。
その結果、すべて原案どおり可決しました。

　請願は、1件提出され、担当常任委員会へ審査を付託。
本会議において、全会一致で採択となりました。

主な補正予算
◇小本堆肥センター増築工事
 1億 2151万円
わさび栽培用の鶏糞の堆肥センター工
事費

◇岩泉乳業災害復旧事業補助金
 29億円

◇ 地域なりわい再生緊急対策事
業補助金 4億 400万円
商工鉱業災害復旧振興費

◇道路新設改良工事費
 ▲ 3億 6154万円
岩泉大通り線舗装工事ほか８路線

◇大川七滝吊橋橋梁工事
 ▲ 1億 3000万円
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今
年
度
、
中
沢
小
学
校
と

国
見
小
学
校
が
閉
校
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
に

大
牛
内
分
校
な
ど
の
閉
校
に

な
っ
た
校
舎
が
増
え
る
な
か
、

校
舎
の
利
活
用
を
ど
う
考
え
る

か
。

中
沢
小
学
校
、
国
見
小
学

校
に
つ
い
て
は
、保
護
者
、

地
区
関
係
者
と
今
後
の
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

　

既
に
閉
校
し
た
大
牛
内
分
校

は
、
地
区
か
ら
の
申
し
出
を
受

け
、
校
舎
の
一
部
に
つ
い
て
運

動
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

主な条例改正
◇ 特別職の職員等の給与について
一部改正
台風10号豪雨災害に関する財源にする
ため、町長、副町長、教育長の給料月額
を25％減額。
期間は、平成28年12月から平成29年
3月。

◇ 一般職の職員の給与等について
一部改正
岩手県人事委員会の勧告により増額改定
する。
災害の財源に充てるため、1年間据え置き、
平成29年4月から適用。改定率は0.15％。

◇ 岩泉町ひとり親家庭医療費給付
条例の一部改正
児童扶養手当法施行令の一部改正に伴い
改正

中
沢
小
学
校
、
国
見
小
学
校
を

 
今
春
４
月　

門
小
学
校
に
統
合

大
川
財
産
区
に
つ
い
て

は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
町

で
管
理
し
て
き
て
い
る
が
、
町

民
に
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
の

は
ど
う
か
。

法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
大
川
財
産
区
の

管
理
以
外
に
は
運
用
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

大
川
財
産
区
と
あ
る
が
、

津
田
、
大
川
、
浅
内
３

地
区
に
恩
恵
は
あ
る
の
か
。

旧
大
川
村
全
域
を
対
象
と

し
て
い
る
。

台
風
10
号
豪
雨
災
害
と
い

う
非
常
事
態
で
あ
る
。
基

金
活
用
を
は
か
る
こ
と
が
住
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。財

産
を
守
る
基
金
、区
民

の
た
め
の
福
祉
増
進
等
の

た
め
の
活
用
は
で
き
る
が
、そ
れ

以
外
は
縛
り
が
厳
し
く
難
し
い
。

問

問

答

答

問

答問答

大川財産区

校舎活用

町
民
に
基
金
の
活
用
を

閉
校
後
の
有
効
活
用
を

財
産
区
の
管
理
に
限
定

地
区
関
係
者
と
協
議
予
定

チャレンジタイムの
なわとびが終わって
笑顔いっぱいの

国見小学校児童８人

条
例
補
正
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

最後の始業式で
校長先生の話を聞く
中沢小学校児童４人
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いわいずみ議会だより　第177号
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一
般
質
問

一
般
質
問
（（
1212
月
定
例
会
）

月
定
例
会
）

坂本　昇 19p
●台風被災者の冬季対策を

林﨑竟次郎 20p
●生活再建支援金の増額要望を
●災害公営住宅家賃の独自軽減を

八重樫龍介 21p
●河川改修の対応を
●防災マップの見直しを

三田地久志 22p
●私大進学への支援時期は
●社会人の人材育成を

野舘　泰喜 23p
●長内沢から海への導水路を
●町内移住者に支援制度を

合砂　丈司 24p
●関係機関に橋梁整備の要望を
●除雪対策の考えは

小松ひとみ 25p
●役場に案内人の設置を
●災害時の児童生徒への対応は

三田地和彦 26p
●災害復興に岩泉型町営住宅を

　

第
４
回
臨
時
会
は
12
月

27
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
税
条

例
等
の
一
部
改
正
と
道
の

駅
い
わ
い
ず
み
の
災
害
復

旧
に
関
わ
る
契
約
の
議
案

が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
契
約
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

■
工
事
名　

道
の
駅
い
わ

い
ず
み
災
害
復
旧
工
事

（
建
設
工
事
）

１
７
６
号
の
ｐ
４
の
問
２
の
回
答
、

「
限
度
額
は
１
、５
０
０
万
円
」
は

←

「
限
度
額
は
５
０
０
万
円
」
の

誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▽
金
額　

６
５
８
８
万
円

▽
請
負
者　

㈱
畑
中
組

■
工
事
名　

道
の
駅
い
わ

い
ず
み
災
害
復
旧
工
事

（
機
械
設
備
工
事
）

▽
金
額　

５
９
４
０
万
円

▽ 

請
負
者　

㈱
太
平
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
宮
古

市
）

第
４
回
臨
時
会

前
号
の
訂
正

8人の議員が発言 ～質問内容～

全国町村監査委員
協議会会長表彰

三
み た ち

田地和
かずひこ

彦議員

　議会選出の監査委員
である三田地和彦議員
（69）が、このほど全国
町村監査委員協議会から
監査功労者（監査委員７
年以上在職）として表彰
されました。
　監査委員として長年に
わたり、地方自治の進行
と発展に尽力された功績
が認められたものです。

請願・陳情
皆さんからの

請願件名
（付託委員会） 請願人 紹介議員 審査の

結果
本会議での
採択

農協改革・指定生
乳生産者団体制度
維持に関する請願
（産業）

新岩手農業
協同組合代
表理事組合
長
久保憲雄

菊地弘已 採択

採択に全員
賛成。国の
関係機関に
意見書を提
出

　12月定例会に提出された請願は1件でした。産業
常任委員会に審査を付託した結果、採決と決定しました。
　また、9月定例会には陳情書1件、12月定例会に
は要望書3件の提出を受け、議会運営委員会で協議し、
議員と町当局へ資料配布しました。
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町の考えを問う

坂
さ か

本
も と

　昇
のぼる

 議員

台風被災者の冬期対策を
遅滞なく万全を期している
伊達町長

問　

台
風
被
災
者
に
つ
い
て
、
厳
寒
期
を
控
え
、
改
め
て
支
援
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

① 

被
災
住
宅
の
泥
や
が
れ
き
の
撤
去
は
全
て
完
了
し
て
い
る
か
。

② 

仮
設
住
宅
は
予
定
通
り
年
内
の
入
居
完
了
と
な
る
か
。

③ 

水
道
仮
配
管
の
凍
結
対
策
や
自
家
水
道
利
用
者
の
支
障
は
な
い
か
。

④ 

テ
レ
ビ
を
見
れ
な
い
世
帯
へ
の
対
応
は
。

⑤ 

生
活
再
建
支
援
金
等
の
支
給
予
定
は
。

⑥ 

支
援
物
資
は
行
き
届
い
て
い
る
か
。

町
長

① 

お
お
む
ね
、
撤
去
が
完

了
し
た
。
未
着
手
の
住

宅
等
に
つ
い
て
は
、
泥

や
被
災
家
財
を
屋
外
に

搬
出
す
れ
ば
運
搬
を
今

後
も
町
で
行
う
。

② 

年
内
に
は
計
画
中
の
住

宅
建
築
工
事
全
て
の
完

了
、

の
引
き
渡
し
が

で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

③ 

直
営
と
業
者
発
注
の
両

工
事
に
よ
り
、
迅
速
な

凍
結
防
止
対
策
作
業
を

進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
家
水
道
利

用
者
も
お
お
む
ね
復
旧

工
事
が
完
了
し
て
い
る
。

④ 

テ
レ
ビ
共
聴
関
係
に
つ

い
て
、
12
月
１
日
現
在

で
受
信
不
可
が
14
組

合
、
１
２
３
世
帯
と

な
っ
て
い
る
。

整備され入居希望者が住み替えた仮設住宅

　

応
急
復
旧
が
可
能
な

施
設
は
、
町
単
独
費
に

お
い
て
実
施
す
る
と
と

も
に
、
困
難
な
個
所
に

つ
い
て
は
、
緊
急
措
置

と
し
て
、
町
負
担
で
Ｂ

Ｓ
ア
ン
テ
ナ
を
各
戸
に

整
備
す
る
方
向
で
あ
る
。

本
年
中
に
は
完
了
す
る

見
込
み
。

⑤ 

被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
は
11
月
30
日
現
在
、

基
礎
支
援
金
５
６
３

件
、
加
算
支
援
金
68
件

の
申
請
を
受
け
、
基
礎

支
援
金
３
８
３
件
の
支

払
い
が
完
了
し
た
。

　

町
の
独
自
支
援
金
に

つ
い
て
は
、
12
月
よ
り

申
請
受
付
け
を
開
始
し

た
。

　

ま
た
、
町
の
住
宅
再

建
に
か
か
る
支
援
金

は
、
再
建
が
完
了
し
て

い
る
世
帯
に
つ
い
て
、

年
明
け
早
々
で
の
支
給

開
始
予
定
し
て
い
る
。

　

義
援
金
・
支
援
金
と

も
早
期
に
支
給
す
べ

く
、
鋭
意
努
力
し
て
い

る
。

⑥ 

支
援
物
資
は
、
12
月
４

日
か
ら
各
地
域
振
興
協

議
会
の
協
力
の
も
と
配

布
を
進
め
て
お
り
、
９

日
ま
で
に
は
完
了
す
る
。

そ
の
ほ
か
の
質
問

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
謝

意
に
つ
い
て
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町の考えを問う

林
はやし

﨑
ざ き

竟
きょう

次
じ

郎
ろ う

 議員

生活再建支援金の増額要望を
国等に要望活動を検討していく

伊達町長

問　

高
齢
化
率
が
高
く
な
る
中
、
そ
し
て
、
独
居
世
帯

が
増
え
て
い
る
状
況
で
の
災
害
と
な
っ
た
。
特
に
高
齢

者
は
、
住
ん
で
き
た
地
に
愛
着
を
持
ち
な
が
ら
も
、
こ

れ
か
ら
の
住
ま
い
と
し
て
、
応
急
仮
設
住
宅
、
そ
し
て
、

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
を
考
え
て
い
る
方
が
少
な
く
な

い
。
そ
こ
で
、
災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
に
つ
い
て
、
町

が
独
自
で
の
支
援
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
。

問　

町
は
今
回
の
被
災
に
対
し
、各
種
町
税・
保
険
料・

負
担
金・
利
用
料
な
ど
の
減
免
を
被
害
の
程
度
に
応
じ

て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、住
宅
再
建
に
最
大
２
０
０
万

円
の
独
自
支
援
策
を
行
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、生
活
費
、住
宅
資
材
が
高
騰
し
て
お
り
、町
と
し
て
、

国
に
対
し
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
を
３
０
０
万
円
か

ら
５
０
０
万
円
へ
の
増
額
要
望
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

前
向
き
に
進
め
て
行
く

災
害
公
営
住
宅
家
賃
の
独
自
軽
減
を

町
長　

被
災
者
生
活
再
建

支
援
金
を
始
め
と
す
る
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
の
生
活

町
長　

災
害
公
営
住
宅
に

つ
い
て
は
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
意
向
を
確
認
し
た

う
え
で
、
計
画
戸
数
を
決

定
し
、
建
築
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

入居者の希望がかなう災害公営住宅を

そ
の
中
で
、
家
賃
の
軽
減

策
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

と
き
の
よ
う
な
財
源
が
期

待
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

町
独
自
の
軽
減
策
と
し
て

実
施
す
る
た
め
に
は
、
ど

う
し
て
も
財
源
の
確
保
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
今

後
、
被
災
さ
れ
た
方
々
か

ら
今
後
の
住
ま
い
を
ど
う

す
る
か
、
災
害
公
営
住
宅

へ
の
入
居
希
望
も
含
め
、

お
正
月
を
挟
ん
で
熟
慮
い

た
だ
き
、
そ
の
意
向
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
家
賃
軽

減
策
に
つ
い
て
も
、
前
向

き
に
考
え
て
行
く
。

そ
の
ほ
か
の
質
問

▼ 

筆
界
未
定
の
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つい
て

再
建
に
か
か
る
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
は
、町
単
独
、

ま
た
は
町
、
宮
古
市
、
久

慈
市
と
で
結
成
し
た
「
平

成
28
年
台
風
第
10
号
豪
雨

災
害
復
旧
・
復
興
期
成
同

盟
会
」と
の
連
携
に
よ
り
、

国
等
に
対
し
、
支
援
制
度

の
拡
充
と
支
援
対
象
の
拡

大
を
要
請
し
て
き
た
。
今

後
も
、
十
分
な
生
活
再
建

支
援
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
、

国
等
に
対
す
る
要
望
活
動

を
検
討
し
て
い
く
。
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町の考えを問う

八
や

重
え

樫
が し

龍
りゅう

介
す け

 議員

河川改修の対応を
早期完成を目指す
伊達町長

問　

本
町
は
高
齢
化
が
進
み
、
自
助
・
共
助
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
て

も
、
近
く
に
指
定
緊
急
避
難
場
所
が
無
け
れ
ば
高
齢
者

の
人
た
ち
は
た
ど
り
着
け
な
い
。

　
「
災
害
に
強
い
岩
泉
」
を
築
く
た
め
に
も
、
指
定
緊

急
避
難
場
所
等
の
見
直
し
や
、
土
石
流
危
険
渓
流
、
土

石
流
エ
リ
ア
等
防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
が
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。

問　

乙
茂
地
区
は
、集
客
施
設
が
数
多
く
あ
り
重
要
な

地
区
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。次
の
水
害
が
い

つ
襲
来
す
る
か
わ
か
ら
ず
、一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い

状
況
下
で
、小
本
川
河
川
改
修
の
早
期
完
成
に
向
け
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、安
家
川
河
川
改
修
に
よ
り
、住
居
移
転
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
、被
災
者
の
人
た
ち
の
一
日
も
早
い
移
転

先
の
確
保
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
今
後
の
対
応
を
示
せ
。

実
態
調
査
を
進
め
改
訂
に
取
り
組
む

防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を

町
長　

乙
茂
地
区
に
は
、

道
の
駅
い
わ
い
ず
み
を
始

め
、
岩
泉
乳
業
、
ふ
れ
ん

ど
り
ー
岩
泉
、
岩
泉
球
場

等
の
施
設
が
あ
り
、
こ
の

町
長　

現
在
、
本
災
害
の

各
地
域
に
お
い
て
の
避
難

行
動
に
つ
い
て
、
実
態
調

査
を
進
め
て
い
る
。
本
町

台風 10号豪雨災害により変わり果てた
乙茂地区。治水対策の着工が待たれます

次
の
大
雨
に
よ
り
河
川
が

増
水
す
れ
ば
、
非
常
に
危

険
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
こ
の
地
区
の
河

川
改
修
計
画
に
お
い
て

は
、
岩
手
県
に
対
し
早
期

完
成
の
働
き
か
け
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
計
画
あ
る

い
は
用
地
等
町
と
し
て
協

力
で
き
る
部
分
は
全
面
的

に
協
力
し
、
早
期
の
完
成

を
目
指
し
て
い
く
。

　

安
家
川
の
河
川
改
修
に

よ
り
家
屋
移
転
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
方
々
に
は
、
住

宅
用
地
の
確
保
や
、
災
害

公
営
住
宅
の
建
築
に
つ
い

て
の
意
向
を
踏
ま
え
た
う

え
で
用
地
選
定
を
進
め
る
。

の
高
齢
化
率
は
年
々
高
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
避
難

行
動
に
支
援
を
必
要
と
す

る
人
も
増
加
し
て
い
る
。

　

災
害
初
動
に
お
い
て
相

互
に
連
携
し
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
、
今
後
に
お
い

て
も
防
災
・
減
災
に
つ
な

が
る
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　

現
在
、
岩
手
県
に
お
い

て
、
津
波
及
び
河
川
の
浸

水
想
定
区
域
の
指
定
、
並

び
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域

の
指
定
に
つ
い
て
の
手
続

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
情

報
を
も
と
に
し
な
が
ら
、

「
指
定
緊
急
避
難
場
所
等

の
見
直
し
」、「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
に
よ
る

防
災
マ
ッ
プ
の
改
訂
」
等

に
取
り
組
む
。
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平成29年2月15日発行22

町の考えを問う

三
み

田
た

地
ち

久
ひ さ

志
し

 議員

私大進学への支援時期は
本年度の卒業生から対象

伊達町長

問　

学
生
へ
の
教
育
支
援
は
充
実
し
て
き
た
が
、
社
会

人
へ
の
支
援
も
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

　

人
づ
く
り
が
街
づ
く
り
と
い
わ
れ
る
が
、
災
害
復
旧

に
向
か
う
今
こ
そ
が
産
業
振
興
な
ど
の
た
め
の
人
材
育

成
へ
の
種
ま
き
の
時
期
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
資
格
取
得
や
起
業
等
を
行
う
た
め
の
学
習

へ
の
金
銭
的
な
支
援
を
す
る
人
材
育
成
条
例
等
を
整
備

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
所
見
を
聞
く
。

問　

岩
泉
町
で
は
、
本
年
４
月
よ
り
国
立
大
学
進
学
へ

の
授
業
料
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
私
立
大
学
進

学
へ
も
支
援
を
行
う
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
実
施
時
期

は
い
つ
か
。

人
材
育
成
確
保
に
努
め
る

社
会
人
の
人
材
育
成
を

町
長　

岩
泉
高
校
生
へ
の

私
立
大
学
進
学
支
援
の
実

施
時
期
の
予
定
に
つ
い
て

は
、
対
象
基
準
を
検
討
し

町
長　

社
会
人
へ
の
支
援

及
び
社
会
人
の
人
材
育
成

に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要

性
は
議
員
と
考
え
を
同
じ

く
し
て
い
る
。　
　

　

企
業
の
運
命
を
左
右
す

る
の
は
、
人
づ
く
り
が

ワークショップで将来のことを語る高校生

て
き
た
が
、
同
学
校
長
か

ら
推
薦
が
あ
り
、
さ
ら
に

町
の
選
考
委
員
会
で
適
任

と
決
定
し
た
私
立
大
学
入

学
者
を
対
象
に
想
定
し
て

い
る
。　

　

選
考
委
員
会
で
の
判
定

基
準
は
、
県
内
国
公
立
大

学
の
学
力
同
等
レ
ベ
ル
を

想
定
。
実
施
時
期
は
、
本

年
度
の
卒
業
生
か
ら
対
象

と
す
る
。

を
握
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

る
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
も
人
材
の
育
成
が
重

要
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
ま

ち
の
生
命
線
」
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
一
般
枠
の

海
外
短
期
留
学
な
ど
社
会

教
育
学
習
と
し
て
様
々
な

施
策
を
行
う
と
と
も
に
、

人
材
育
成
塾
の
開
校
、
あ

る
い
は
第
三
セ
ク
タ
ー
等

に
対
す
る
人
材
育
成
支
援

な
ど
を
実
践
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
回
の
台
風
第
10
号
豪

雨
災
害
か
ら
の
我
が
町
の

再
生
・
復
興
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
何
と
い
っ

て
も
「
人
材
（
財
）」
が

重
要
な

と
な
る
こ
と
か

ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
、
そ
の
確
保
、
育
成
に

力
を
注
い
で
い
く
。
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いわいずみ議会だより　第177号
平成29年2月15日発行 23

町の考えを問う

野
の

舘
だ て

泰
や す

喜
き

 議員

長
お さ な い ざ わ

内沢から海への導水路を
前向きに研究していく
伊達町長

問　

こ
の
た
び
の
現
実
に
遭
遇
し
て
、
転
居
も
や
ぶ
さ

か
で
な
い
と
考
え
て
い
る
方
も
い
る
。
厳
密
な
調
査
の

う
え
で
、
一
刻
の
猶
予
も
な
ら
な
い
地
域
と
そ
れ
に
準

じ
る
地
域
の
エ
リ
ア
を
指
定
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
移
住

者
に
は
住
宅
用
地
と
移
住
支
援
金
を
支
給
す
る
制
度
は

い
か
が
か
。

問　

本
町
の
形
状
は
急
須
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
出

口
が
狭
い
所
に
今
回
の
よ
う
な
降
水
量
で
は
到
底
吐
き

出
せ
な
い
。

　

そ
の
現
実
に
対
応
し
て
、
岩
手
県
に
お
い
て
、
断
面

確
保
を
主
体
と
し
た
河
川
改
修
計
画
が
作
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
上
流
域
は
築
堤
と
河
道
掘
削
等

で
十
分
だ
と
思
う
が
下
流
域
は
、
広
大
な
面
積
か
ら
集

め
ら
れ
た
水
が
１
本
に
集
中
し
、
海
か
ら
の
逆
流
水
が

ぶ
つ
か
っ
て
き
た
と
き
に
新
設
堤
防
が
耐
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
提
言
は
、
長
内
沢
を
調
整
ル
ー
ト
に
位
置
付

け
て
、
長
内
沢
か
ら
須
久
洞
方
向
に
ト
ン
ネ
ル
の
導
水

路
を
造
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
上
流
に
は
灌
水
用

ダ
ム
を
建
設
し
、
長
内
沢
全
体
を
防
災
、
水
利
の
両
面

か
ら
開
発
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

合
意
形
成
と
可
能
性
を
調
査

町
内
移
住
者
に
支
援
制
度
を

町
長　

岩
手
県
で
は
河
川

の
改
修
計
画
を
策
定
し
、

堤
防
整
備
、
あ
る
い
は
河

道
掘
削
等
が
進
め
ら
れ
る

も
の
と
聞
い
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
で
完
全
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に

上
回
る
災
害
も
想
定
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

　

長
内
沢
の
導
水
路
に
つ

い
て
は
、
岩
手
県
と
も
協

議
し
、
事
業
と
し
て
の
可

能
性
を
探
り
な
が
ら
、
想

定
外
の
災
害
に
も
対
応
で

き
る
ハ
ー
ド
事
業
と
し
て

前
向
き
に
研
究
し
て
行
く
。

町
長　

こ
れ
ま
で
も
大
雪

な
ど
で
数
日
間
孤
立
し
た

治水対策が必要な長内川

集
落
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
住
民
に
移
転
の
提
案

を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

今
後
、
全
世
帯
を
対
象

と
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
れ
を
基
に
し
て
、
災
害

復
興
計
画
を
策
定
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
が
、
転

居
あ
る
い
は
集
団
移
転
等

の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
時

間
も
必
要
と
な
る
が
、
住

民
と
の
合
意
形
成
を
は
か

り
な
が
ら
可
能
な
限
り
、

進
め
て
い
く
。
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いわいずみ議会だより　第177号
平成29年2月15日発行24

町の考えを問う

合
あ い

砂
し ゃ

丈
た け

司
し

 議員

関係機関に橋梁整備の要望を
県と協議しながら進める

伊達町長

問　

今
回
の
台
風
10
号
被
害
で
町
内
の
道
路
は
い
た
る

所
で
決
壊
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
仮
復
旧

し
通
行
は
で
き
る
が
危
険
個
所
が
多
い
。

　

県
道
普
代
・
小
屋
瀬
線
は
、
幅
員
が
狭
い
箇
所
が
多

く
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
崩
壊
な
ど
が
除
雪
の
支
障
と
な

り
、
冬
季
間
の
通
行
に
影
響
が
出
る
こ
と
を
危
惧
し
て

い
る
。
除
雪
対
策
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

問　

住
民
説
明
会
に
お
い
て
、
安
家
川
の
河
川
改
修
計

画
は
元
村
地
区
を
中
心
に
約
２
７
０
０
メ
ー
ト
ル
を
整

備
す
る
予
定
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
上
流
や

下
流
に
つ
い
て
も
、
橋
、
家
屋
、
農
地
な
ど
が
大
き
な

被
害
を
受
け
て
い
る
。

　

関
係
機
関
に
対
し
、
護
岸
や
橋
の
整
備
に
つ
い
て
要

望
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

最
大
限
の
対
応
を
す
る

除
雪
対
策
の
考
え
は

町
長　

安
家
地
区
の
河
川

整
備
に
つ
い
て
、
中
心
部

は
県
が
河
川
改
修
を
行

町
長　

県
道
普
代
・
小
屋

瀬
線
は
道
路
の
損
壊
が
激

し
く
、
応
急
復
旧
し
た
も

の
の
、
道
路
幅
が
狭
い
場

所
な
ど
を
順
次
補
修
し
て

い
る
。

　

こ
の
冬
、
町
民
の
生
活

一刻も早い復旧が望まれます

い
、
そ
れ
以
外
の
上
下
流

に
つ
い
て
は
、
国
の
災
害

査
定
に
向
け
、
被
災
箇
所

の
測
量
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
松
ケ
沢
か

ら
上
流
部
は
町
管
理
河
川

と
な
っ
て
お
り
、
国
の
災

害
査
定
後
に
復
旧
工
事
を

予
定
し
て
い
る
。

　

県
管
理
と
な
っ
て
い
る

河
川
護
岸
な
ど
の
被
災
箇

所
は
す
べ
て
復
旧
で
き
る

よ
う
県
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
る
。

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
が
、
例

年
と
違
い
、
道
路
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
の
慎
重
な

作
業
と
な
り
、
除
雪
に
要

す
る
時
間
は
か
か
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
少
し
で

も
早
く
除
雪
作
業
が
完
了

す
る
よ
う
、
最
大
限
の
対

応
を
し
て
い
く
。

そ
の
ほ
か
の
質
問

▼
住
宅
対
策
に
つ
い
て
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いわいずみ議会だより　第177号
平成29年2月15日発行 25

町の考えを問う

小
こ

松
ま つ

ひとみ 議員

役場に案内人の設置を
窓口サービスの向上に努める
伊達町長

問　

児
童
生
徒
で
も
多
く
の
住
宅
被
害
を
受
け
た
。
各

学
校
で
の
対
応
も
混
乱
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
震
災
の

経
験
は
生
か
さ
れ
た
か
問
う
。

問　

こ
の
災
害
に
よ
っ
て
住
民
が
役
場
に
出
向
く
機
会

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
地
域
住
民
一
人
一
人
に
寄
り
添

い
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
た
め
の
総
合
窓
口
や
案
内
人

が
必
要
と
考
え
る
。

　

町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
早
急
に
対
応
を
望
む
が

ど
う
か
。

巡
回
し
て
安
否
を
確
認

災
害
時
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は

町
長　

役
場
で
は
平
成
13

年
４
月
１
日
か
ら
町
民
課

に
「
総
合
案
内
窓
口
」
を

教
育
長　

台
風
の
進
路
情

報
か
ら
８
月
30
日
の
臨
時

休
校
や
短
縮
授
業
の
措
置

を
決
め
、
児
童
・
生
徒
の

安
全
確
保
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
災
害
発
生
が

予
見
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

８
月
31
日
か
ら
９
月
５
日

ま
で
の
休
校
措
置
を
指
示

し
て
い
る
。

　

発
災
後
の
各
学
校
の
対

応
で
は
、
電
話
通
信
網
の

窓口の的確な対応が求められます

寸
断
か
ら
安
否
確
認
に
困

難
を
き
た
し
た
こ
と
か

ら
、
教
職
員
が
各
世
帯
を

巡
回
し
て
全
員
の
無
事
を

確
認
し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
児
童
生
徒
の
安
全
対

策
を
最
優
先
と
し
た
各
学

校
長
の
早
期
の
判
断
と
指

示
に
よ
り
適
切
に
対
応
し

た
と
考
え
る
。

　

今
後
は
聞
き
取
り
調
査

お
き
、
多
様
な
手
続
き
を

行
っ
て
い
る
。
被
災
者
支

援
な
ど
に
関
す
る
案
内
窓

口
は
「
り
災
証
明
書
」
の

発
行
に
あ
わ
せ
10
月
１
日

か
ら
開
設
し
て
い
る
。
案

内
人
の
設
置
は
、
限
ら
れ

た
職
員
数
で
災
害
復
旧
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
、
難
し
い
が
よ
り
一
層

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

る
。

を
踏
ま
え
、
緊
急
時
に
お

け
る
よ
り
安
全
な
避
難
対

策
等
必
要
な
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
。
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町の考えを問う

三
み

田
た

地
ち

和
か ず

彦
ひ こ

 議員

岩泉型町営住宅の実現を
実現に向け研究を進める

伊達町長

問　

今
回
の
大
災
害
の
復
旧
・
復
興
は
今
後
の
町
行
政
に
お
い
て
最
優
先
課
題
だ

が
、
町
長
が
平
成
28
年
２
月
16
日
の
施
政
方
針
演
述
で
述
べ
た
、
人
口
減
少
・
消
滅

集
落
対
策
に
つ
い
て
も
、
同
時
に
並
行
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

台
風
10
号
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
本
町
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
・
消
滅

集
落
問
題
に
、
今
回
の
災
害
に
よ
る
住
宅
再
建
問
題
に
よ
っ
て
、
人
口
流
出
が
加
速

す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
被
災
住
宅
の
再
建
の
た
め
の

手
厚
い
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
災
害
に
お
い
て
も
、
今
後
復
興
住
宅
等
も
整
備
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
既

存
の
住
宅
対
策
と
し
て
は
、
町
営
住
宅
の
建
替
え
、
宅
地
造
成
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ

る
子
育
て
住
宅
等
の
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、「
一
戸
建
て
町
営
住
宅
、20
年
か
ら
25
年
後
は
あ
な
た
の
住
宅
に
」

と
い
う
「
岩
泉
型
町
営
住
宅
」
の
実
施
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
っ
て
き
た
。

　

本
災
害
を
機
に
、
被
災
者
の
住
宅
再
建
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
一
定
期
間
居
住
し

家
賃
を
払
い
続
け
た
住
民
に
は
、
そ
の
住
宅
を
無
償
譲
渡
す
る「
岩
泉
型
町
営
住
宅
」

を
実
現
す
る
考
え
は
な
い
か
。
改
め
て
町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長　

台
風
第
10
号
豪
雨

災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

方
々
の
住
宅
再
建
に
つ
い

て
は
、移
転
用
地
の
造
成
、

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
等

を
進
め
る
計
画
と
な
っ
て

お
り
、
町
民
の
意
向
に

沿
っ
た
形
で
実
施
を
考
え

て
い
る
。
今
後
の
人
口
減

少
や
集
落
の
消
滅
な
ど
に

つ
い
て
は
、
町
と
し
て
も

大
変
危
惧
し
て
い
る
。

　

住
宅
施
策
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
新
し
い

新たな住宅支援の充実を（森の越地区）

施
策
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

に
よ
る
子
育
て
支
援
住

宅
、
有
芸
地
区
へ
の
定
住

用
の
家
族
向
け
住
宅
、
及

び
町
内
和
川
原
地
区
に
お

け
る
単
身
用
住
宅
の
整
備

等
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
岩
泉
型
町
営
住
宅
」

に
つ
い
て
も
、
今
回
の
災

害
復
興
計
画
を
策
定
す
る

中
で
、
重
要
な
住
宅
施
策

手
法
の
一
つ
と
な
り
得

る
。
無
償
譲
渡
が
可
能
と

な
る
制
度
設
計
に
つ
い

て
、引
き
続
き
研
究
す
る
。

ま
た
、
民
間
資
金
を
活
用

し
た
公
民
連
携
事
業
等
に

つ
い
て
の
研
究
と
併
せ
、

実
現
に
向
け
て
進
め
る
。
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前へ
～台風10号豪雨による被災者の声～

　

無
事
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
命
を
繋
ぐ
た
め
に
も
、
早
く
仕
事
を
見

つ
け
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
か
ら
５
ヶ
月
が
経
ち
、
災
害
公
営
住

宅
に
住
む
か
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
、
孫
た
ち
に
帰
る
家
を
残
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
い
つ
か
、
大
き
な
災
害
が
な
い
と
も

限
り
ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
町
外
に
連
絡
が
取

れ
る
体
制
を
作
る
こ
と
で
、
守
ら
れ
る
大
切

な
命
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

国
や
町
の
支
援
の
お
か
げ
で
家
の
応
急
修

理
な
ど
が
取
り
組
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
無
理
で
も
、
来
年
か
ら
は
米
作
り

を
再
開
し
た
い
で
す
。

生
き
てい
く
た
めに
も

 

早
く
仕
事
を

子
ど
も
た
ち
が

 

帰
る
家
を
残
し
たい

連
絡
体
制
に
よ
り

 

守
ら
れ
る
命

米
作
り
を
再
開
し
たい

一人一人
が
で
き
る
力
を

中
なか

居
い

明
あき

雄
お

さん
（62歳・大川）

　

道
路
な
ど
は
仮
復
旧
が
済
ん
で
い
ま
す

が
、
大
雪
で
の
災
害
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
で
き
る
力
を
出
し
、
一
日
も

早
い
復
旧
に
向
け
て
進
む
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

中
なか

川
がわ

原
ら

光
こう

太
た

郎
ろう

さん
（68歳・安家）

上
かみ

川
かわ

原
ら

利
とし

幸
ゆき

さん
（65歳・尼額）

向
むかい

川
かわ

戸
と

昌
まさ

子
こ

さん
（59歳・安家）

佐
さ さ き

々木達
たつ

也
や

さん
（62歳・乙茂）

　

日
々
の
生
活
は
落
ち
着
い
て
き
て
い
ま
す

が
、地
上
波
放
送
の
テ
レ
ビ
が
映
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
う
と
き
こ
そ
情
報
通
信
は
で
き
る

だ
け
早
く
復
旧
し
て
ほ
し
い
で
す
。

情
報
通
信
の

 

早
期
復
旧
を

屋
や

敷
しき

定
さだ

男
お

さん
（66歳・安家）
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委
員
長　

合　

砂　

丈　

司

副
委
員
長　

三
田
地　

久　

志

委　

員　

八
重
樫　

龍　

介

　
　
　
　

林　

﨑　

竟
次
郎

　
　
　
　

野　

舘　

泰　

喜

　
　
　
　

坂　

本　
　
　

昇

編
集
後
記

編
集
後
記

　

菌
床
シ
イ
タ
ケ
ハ
ウ
ス
の
泥
だ

し
作
業
を
黙
々
と
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
人
た
ち
で
す
。

　

台
風
10
号
豪
雨
災
害
で
は
、
発

災
後
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

に
生
活
再
建
の
た
め
に
幅
広
く
支

援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
紙
に
よ
せ
て

表
紙
に
よ
せ
て

　

台
風
10
号
に
よ
る
被
災
の
た
め

に
合
併
号
と
な
り
、
議
会
だ
よ
り

の
発
行
が
遅
く
な
り
ま
し
た
こ
と

を
先
ず
は
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
し
た
方
へ
取
材
を
重
ね
て
い

る
中
で
、
当
初
は
暗
い
気
持
ち
で
い

た
よ
う
で
す
が
、
徐
々
に
前
へ
進
も

う
と
す
る
力
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
前
へ
進
も
う
と
す
る

気
持
ち
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

 

（
副
委
員
長　

三
田
地
久
志
）

河川改修計画の説明をする職員（岩泉会場）

　

11
月
８
日
、
町
民
会
館
に
お

い
て
台
風
10
号
豪
雨
災
害
か
ら

の
再
建
に
関
す
る
住
民
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

河
川
改
修
計
画
に
つ
い
て
は

沿
岸
広
域
振
興
局
岩
泉
土
木
セ

ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

小
本
川
は
約
５
年
か
け
て
の

改
修
、
安
家
川
は
約
４
年
を
か

け
て
改
修
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。

　
「
本
当
に
５
年
で
工
事
は
終

わ
る
の
か
」

　
「
被
災
し
た
家
屋
は
い
つ
撤

去
で
き
る
の
か
」

　
「
同
じ
場
所
に
家
を
建
て
ら

れ
る
の
か
」

　

多
く
の
質
問
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
詳
し
い
内
容
が
分

か
り
次
第
、
説
明
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

　

岩
泉
町
議
会
で
は
、
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
の
不
安
や
疑
問
の

解
決
に
向
け
て
、
皆
さ
ま
に
寄

り
添
い
声
を
町
に
届
け
て
ま
い

り
ま
す
。
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